


こんにちは。中堀明美です。
皆様いかがお過ごしでしょうか?10 月になり秋を感じる季節になりましたね。 
今年の夏も猛暑でしたね! 社員旅行&サプライズ周年行事で、沖縄に行ってきました～!!
　　　　　　初めての飛行機にワクワク、ドキドキな子供達♪

沖縄といえば、やっぱり海!!! 
青の洞窟体験、魚の餌やり体験、マリン
スポーツを満喫しました! 洞窟の中だけ
海の色が違い、神秘的でした。

沖縄研修

天の川食堂で楽しく飲んで、騒ぎました。「カチャーシー」
は、テンポの速い沖縄民謡の演奏に合わせて
手を振る踊りの事です。沖縄方言の訛で
「かき回し」という意味で、頭上で手を左右に
振るさまが、かき回すように見えるため呼び
名がついたそうです。お姉さんの歌に合わせて
皆でカチャーシーをしました。とっても楽しい
沖縄一日目の夜でした!

沖縄のサンゴ礁や、おもしろい特徴をもつ魚が沢山いました。 
ジンベエザメが優雅に水槽を泳いでいる姿が、とても印象的で
した。その中でも、やっぱり一番は「チンアナゴ」。ユラユラと
伸びたり、縮んだりと動きがなんとも言えず可愛かったです。
弾丸とはいえ、たっぷり
　　楽しみました。

・ 弾丸水族館
・ 沖縄の海を満喫

・ 番外編

・ 沖縄研修
　   （沖縄戦を学ぶ）

四泊五日

社員旅行プラン社員旅行プラン

海の中、

気持ちいいねぇ～

未だに不発爆弾が、本土にあり、全てを取り除くのに50年

もかかるという事に驚きました。何も持たない住民が、米

兵に見つかれば何をされるか分からないから集団自決を

余儀なくされる状況等が書かれた沖縄戦体験者の証言

文から、目が離せなくなりました。娘たちと一緒にページ

をめくり、「絶対に繰り返してはいけないね」と

話をしました。決して忘れては

ならないことで語り継いでいか

なければいけないと思いました。

平和資料館で一番驚いたのは、日本兵に命を脅かされたり、スパイと

みなされ、実際に命を奪われたりした人たちが沢山いるとい事でした。

私たちが住んでいる広島県にも原子爆弾が落とされました。一瞬で命

が無くなった事、戦争の悲惨さを小さな頃から教わってきました。

そんな中でも、日本兵に殺されたなどの話は聞いたことがありません。

沖縄戦では防空壕に非難しても赤ちゃんが泣けば日本人同

士が、米兵に見つかると泣き声を非難し、口を塞ぎ死に至ら

しめた...と書いてありました。何とも言えない感情になり、

心が苦しくなりました。

沖縄陸軍病院に集められ、寝る間もなく、ただ死

傷者の為に尽くしていたひめゆりの生徒たち。常

に死の瀬戸際に立たされ、さらには命をかけてご

飯を壕の外へ取りに行かないといけなかったと

いう事に驚きました。 「解散」命令が出たにも関わ

らず、米兵に何かされるのではないかと

怯え、壕から出られず、どこにも逃げ場

のない状況を考えるだけで胸が苦しく

なり怖くなりました。

息子が当時小学5年生の時、広島の平和資料館へ行き戦争を学びました。酷い

火傷の後や悲惨な写真を見て、思わず目を背けていました。中学生になった息

子は目を背けず、生徒達が残した「鎮魂」を読み、戦争についてしっかりと学

んでいました。今の学校では、私たちの時代よりも更に戦争について学ぶ機会

が減りつつあります。資料館で見たものは、写真や証言など真実にせまるもの

があって、重く心に残りました。私は戦争を知りません。ですが平

和資料館で、私なりに得た知識を次の世代に伝えていこうと思いま

した。本当に憎むべきものは人ではなく、戦争だと感じました。改

めて平和の大切さを知りました。

 鮫の口大きいね!!
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夜は皆で
宴だー!!夜は皆で
宴だー!!

この日は泳ぎ疲れ

ました。明日は

いよいよ沖縄研修です! 

日焼け対策も忘れず

お休みなさい

看護要員として戦場に動員され、亡くなっていった「ひめゆ
り学徒隊」の慰霊塔。慰霊塔の前に穴があいている洞窟が
沖縄陸軍病院第三外科壕跡。洞窟や壕のことを沖縄の方言
で「ガマ」と呼ばれています。ひめゆりの塔があるガマには
当時、ひめゆり学徒を含む病院関係者や住人などおよそ
100名がおり解散命令後の6月19日に米軍のガス弾攻撃を
受けて80人余りが亡くなられたそうです。

「ひめゆり」の名前の由来は、沖縄師範学校女子部・沖縄県立第一高等女学校の校友
会誌「姫百合」からです。最終的にこの学校の生徒211人と教師16人、計227人が沖
縄戦で命を落としました。資料館には、ひめゆり学徒隊の犠牲者の遺品や、学徒と教
師たちの鎮魂、一人ひとりの命の大切さ、生きた証として展示されていました。10代
の女の子たちが仲間を銃で撃たれ、海に逃れながらも溺死、手りゅう弾で自殺...」地
獄を見なければいけなかった悲惨な時代があった事を、改めて知りました。同じ世代
の子供達は、今では考えられない事ばかりで、複雑な表情をしていました。

ガマ

沖縄戦とは太平洋の島々を奪った米国は、次に沖縄を占領
して、日本本土を攻めるための前進基地として使おうと考え
た。これに対し日本は、日本本土を守るため、沖縄になるべ
く米軍をひきとめて時間をかせぐ「持久戦」の作戦をたてま
した。最初の大きな被害は1944年10月の「10・10空襲」で、
死者は軍人と民間人あわせて668人。アメリカ軍の機動部隊
は5回にわたって激しい空襲を繰り返しました。攻撃の目標
は軍事施設だけではなく、病院などの民間施設も対象と
なってゆき、事実上の無差別攻撃でした。特に被害の大き
かった那覇市は、約90%が焼失してしまいました。1945
年3月末から6月末にかけて、日本軍とアメリカ軍が沖縄本
島を中心に激しい軍事衝突をしました。「本土防衛」を目
的に日本軍の基地や陣地が沖縄本島や離島に建設され、
日本軍の戦争準備には多くの県民が駆り出されました。
そこへ米軍が上陸し、戦場となっていったのです。この頃から

ぜんめんこうふく

約３カ月にわたる戦いを「沖縄戦」と
呼びます。米軍は後方支援も含めて
およそ55万人、日本軍はおよそ10万人。武器の量や性能を
あわせた戦力の差は米国が日本の10倍以上でした。日本
軍10万人のうち2万数千人は、沖縄にいる一定の年齢の男
子を急きょ兵隊として集めてつくられた「防衛隊」や「義勇
隊」、「学徒隊」は、今の中学生や高校生くらいの生徒たち
でつくる「学徒隊」でした。この戦いで、多くの兵士が戦死。
一般住民も戦闘に巻き込まれ、犠牲者数は、戦死した兵士
の数を大きく上回り、幼い子どもたちも亡くなりました。
日本は米国の15倍亡くなったとみられています。そして、
県民の４人に1人が亡くなったといわれています。
いまの日本で、このようなに軍人よりも住民の命が多く失
われたのは沖縄だけだそうです。沖縄など南西諸島の日本
軍が全面降伏に調印したのは9月7日でした。
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中堀 島谷


